
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

今年度は、高病原性鳥インフルエンザの発生が多数確認されてい
ます。野鳥や野生動物の農場への侵入が発生原因と思われる事例が
多く見受けられます。 
発生予防の観点から、12月に県の告示により家きん舎等の周囲に

消石灰を散布していただきました。 
今月から３月まで、農業農村支援センターから月１回、継続して

消石灰を配付しますので、以下の方法を参考にして、消石灰散布の
継続的な実施をお願いします。 
今後も飼養衛生管理基準を遵守し、侵入防止対策の強化をお願い

します。 
 

★消石灰の散布方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堆肥舎 
家きん舎 

農場外縁部 

２ｍ幅以上に散布 

家きん舎等の周囲 

2ｍ幅以上に散布 

✔ 家きん舎周囲と農場外縁部は、２ｍ以上の幅で地面が白く覆われる程度に！ 

✔ 散布量は、１㎡あたり0.5～1.0kg（２m幅の場合、１袋で約１５ｍ） 

✔ 消石灰は強アルカリ性のため、マスク・手袋等を着用して散布しましょう！ 

✔ 野外では降雨等の影響で消毒効果を長期間維持できないため、２週間程度の

間隔で散布を繰り返しましょう！ 

 

安曇野市でコハクチョウ等の飛来が急増 

 今シーズンは、８シーズンぶりに 1,000羽を超えるコハクチョ

ウが飛来してきています。平成 28年 12月には、安曇野市で衰弱

していたコハクチョウから、高病原性鳥インフルエンザウイルス

の遺伝子が確認されています。十分に注意してください。 
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野鳥等の侵入防止対策を強化してください‼ 


